
４　衛生科学班

　衛生科学班は、市民の食の安全と良好な生活環境を守るため、食品や飲料水等の理化学検査を行っ

ています。

　平成 18 年度は、食品中に残留する農薬や動物用医薬品について、新しい制度（ポジティブリスト

制度）が施行されました。これまでは、食品衛生法で残留基準が設定されている農薬等は 283 項目

でしたが、ポジティブリスト制度では 799 項目に残留基準が設定され、基準の設定されていない農

薬等にも一律基準が適用されました。そして、これらの基準を超えて農薬等が残留する食品は、販

売等が禁止されました。そのため、当研究所では、野菜等の残留農薬検査を行う農薬の種類を見直

しました。また、動物用医薬品については、新たに高速液体クロマトグラフ -質量分析装置を導入し、

検査体制の整備を図りました。

　⑴　食品の理化学検査

　食品保健課、食肉衛生検査所及び健康教育課からの依頼で、食品中の残留農薬や動物用医薬品の

検査を 256 検体、8072 項目について行いました（表 8）。

    ア　野菜、果実の残留農薬検査

　ポジティブリスト制度の導入伴い、熊本県内で使用されている農薬や国産農産物からの検出割

合の高い 129 項目の農薬（表 9）を選定し、一斉試験法を用いて検査を行いました。

　熊本市内で流通しているみかんやトマト等の 62 検体について、7,013 項目の検査を行いまし

たが、基準を超えて検出された農薬はありませんでした。

イ　動物用医薬品検査

　平成 18 年 12 月から当研究所において、食肉センターに持ち込まれた豚、牛及び馬の動物用医

薬品の検査を行うことになりました。

　平成 18 年度は、食肉衛生検査所の簡易検査で動物用医薬品の残留が疑われた 3 頭の豚の腎臓

と筋肉の検査を行い、ベンジルペニシリンが 2頭で、エンロフロキサシンが 1頭で基準値を超え

ているのが確認されました。2頭はと蓄場法で全廃棄され、１頭は腎臓のみ廃棄されました。

　また、食肉衛生検査所で日常行われていると畜検査の結果で異常がなかった家畜の中から 40

頭の家畜（豚 20 頭、牛 10 頭、馬 10 等）を抽出し、腎臓及び筋肉について県内で使用量の多い

10 項目の動物用医薬品（表 10）のモニタリング検査を行いましたが、いずれも検出されません

でした。　

　なお、魚介類については、食品保健課の依頼で養殖魚のタイ等 6検体についてスピラマイシン

とオキシテトラサイクリンの検査を行いましたが、これらの動物用医薬品は検出されませんでし

た。

ウ　アレルギー検査

　食品製造過程におけるアレルギー物質の混入を防ぐため、表示義務がある 5品目のアレルギー

物質（小麦、そば、卵、乳、落花生）について、市内の製造所で製造されている食品を中心に表

11 に示した 18 検体の検査を行いました。結果は全て陰性で、製造過程における混入はありませ

んでした。

エ　食品添加物、乳規格等

　ソルビン酸（保存料）等の食品添加物の検査を 58 検体、81 項目について行いましたが、測定

結果は全て基準以下でした。
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　また、牛乳やアイスクリーム等の乳製品 14 検体 30 項目について乳規格検査を行いましたが、全

て規格に適合していました。

　清涼飲料水の重金属（カドミウム、すず、砒素、鉛）や餡のシアン化合物の検査も行いましたが、

全て不検出でした。

　⑵　家庭用品及び器具 ､容器包装の検査 

  生活衛生課の依頼により出生後 24 月以内の乳幼児用の繊維製品 40 検体、その他の繊維製品 10

検体について、ホルムアルデヒドの検査を行いましたが、全て基準に適合していました。

  また、健康教育課からの依頼により給食用食器４検体について、重金属等の溶出試験を行いまし

たがすべて基準以内でした。

         

⑶　飲料水、プール水、浴槽水等の水質検査

  生活衛生課や社会体育課の依頼により、プール水 185 検体 652 項目の検査を行いましたが、１検

体から過マンガン酸カリウム消費量が基準を超えて検出されました。該当する施設には、担当課か

ら施設の管理を適切に行うように指導が行われました。

　また、生活衛生課等の依頼で浴槽水 175 検体 697 項目の検査を行いましたが、基準を超えるもの

はありませんでした（表 12）。

   　　　

⑷  精度管理事業（ＧＬＰ関連）

　検査結果の信頼性を確保するために、標準試薬類の整備および検査の標準作業書、記録書等の作

成整備を行いました。また、食品薬品安全センターが行う外部精度管理調査に参加し、成分規格（カ

ドミウム、鉛）、食品添加物（パラオキシ安息香酸ブチル、パラオキシ安息香酸イソプロピル）、残

留動物用医薬品（フルベンダゾール）の 3 回（3 検体 5 項目）の検査を行いました。すべての調査

において適正な結果を得ました。
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　　表８　食品および家庭用品等に関する検査件数
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　　表９　検査対象農薬一覧表
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表 12　飲料水等に関する検査件数

表 11　アレルギー物質の検査内訳

表 10　検査対象動物用医薬品一覧表


